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「小さいことを積み重ねるのが、と
んでもないところへ行くただひとつ
の道だと思っています」。
今シーズン日米通産4,257安打を

達成し名実ともに世界一の野球選手となった米メ
ジャーリーグ・マイアミマーリンズ所属のイチロ
ー選手の言葉だ。1安打1安打を積み重ねてきた
彼らしい言葉である。
イチロー選手はチームの目標や自身の個人目標
を達成するため、毎日決まった時間に球場に入り、
決まった順番で準備運動や練習をして試合に備え

ている。更には毎朝決まった朝食をとり、靴下を
履く順番まで決めて徹底しているというから驚き
である。技術と合わせて、この小さな積み重ねが
大きな成功を呼び込んでいるのかもしれない。私
事ではあるが、書記になり１ヵ月が過ぎた。まだ
分からないことが多く組合員さんの力になれてお
らず日々葛藤しているが、分会に足を運ぶたびに
１件１件の訪問・電話を精力的に行う拡大行動を
目の当たりにして頭の下がる思いだ。そのたびに、
間違いない、きっとこの１つひとつの積み重ねこ
そが目標を達成する１つの道だと感じている。
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2016年10月7日現在
秋の拡大月間成果表

今後の秋の拡大日程

訪問と対話で目標達成を秋の拡大
終 盤 戦

８月末から取り組まれている組合の仲間を増やす
『秋の拡大月間』。
今回の拡大テーマは拡大学校でも講話があったよ
うに、訪問と対話で実増２%、そして月間3.5% を
目標に拡大行動を推し進めています。８月28日、立
川パレスホテルにて行われた拡大決起集会、10月２
日に行われた中間決起集会の拡大成果の持ち寄りは
各分会の結束の証です。
残り１ヵ月を切った今、更なる成果・目標を達成
すべく加入キャンペーン（下図参照）を有効に活用
し組合に入るメリット、『困ったときの東京土建』を
全面に掲げ臨んでいく必要があります。平松組織部
長より訴えがあったように、「目標達成をして勝利の
美酒を」の言葉を皆で体現すべく結束して邁進して
いきましょう。

キャンペーンを活かし仲間を増やす

A:	労災加入事務費補助
	 （5000円相当）

B:資格取得補助
	 （5000円相当）

C: 健康診断無料
	 （２ヵ月以上の加入者限定）

選べる!キャンペーン!!

選べる特典
いずれか１つ

10/ ７㈮	 第２回拡大推進委員会（たましんRISURU）
10/ ９㈰	 拡大日曜行動（国立、砂川、高松）
10/10㈪	 拡大日曜行動（富士見）
10/11㈫	 拡大集約日（第4次）
10/12㈬	 拡大集約日（第4次）
10/18㈫	 拡大集約日（第5次）
10/19㈬	 拡大集約日（第5次）
10/25㈫	 拡大集約日（第6次）
10/26㈬	 拡大集約日（第6次）
10/28㈮	 拡大打上式

2面　教宣学校、原水爆禁止大会
3面　盛年会レク
4面　各種おしらせ

〈10月号 あんない〉

※拡大統一行動日には
　行動センターに
　集まりましょう

2016年10月〜11月までの組合加入申込者が対象



第 436 号⑵ 2016 年 10 月 7日 機関紙たま西部

事業所分会　白倉　和行 昭島中央分会　桐生　優子

拝島分会　宮北　勝利

教宣学校開催 互いにインタビューしあう
８月21日、昭島市福島会館で開催された『支部教宣学校』での参加者相互のインタビュー記事を
前号に続きお届けします。

8月に行われた原水爆禁止世界大会。
先月の吉野書記の報告に続き、拝島分会・宮

北さんからの報告です。
悲惨な過去を2度と繰り返さない、平和な未
来のための行動決意が記されています。

過去の悲劇から未来の平和へ

大関さんは内装業をしている。しかし仕事中のア
スベストが原因で現在休職中。被害者としても労災
申請が通り、支部が取り組んでいる支援を含めて精
力的に活動している。
現在はお子様達も独立され奥様と２人暮らし。と
ても肺ガンを手術されたとは思えないほど元気だ。
今苦しいのはやはり仕事が出来ないことだが、こ
の機会を利用して日本の四季をゆっくり見て廻るこ
とだと笑いながら語っていた。中でも各礼場の「御
朱印」帳集めが趣味で昨年より秩父34ヵ所巡りを達
成された。他にも読書、特にミステリーが好きで和
洋どちらも大好きだそうである。今も調子の良い時
を見つけては挑戦し続けると力強く話されていた。
私もこんな大関さんをこれからも応援していきた
いと思う。「ガンバレ」。

多摩西部支部女性の会の会長をしている齋藤さ
ん。高校生の娘さんと、中学生の息子さんを持つ２
児の母。優しく働き者の御主人と家族４人仲睦まじ
く暮らしております。
現在東京本部女性の会の常任委員。中学生の息子
さんのPTA役員。自治会の会長をしている御主人の
会長補佐。その上週４日のパート勤務。本当に八面
六臂の大活躍。
彼女の今の１番の悩みは、女性の会の会員の活動
者が少ないこと。色々な行事毎に会員の方々に声を
かけるのですが、参加者の増加には繋がっていない
とのことです。女性の会の会員が１人でも多く増え、
１人でも多くの会員が活動に参加してくれる事が、
彼女の１番の望みだそうです。無理をせずに頑張っ
て下さい。

私は８月５日に、原
水爆禁止2016年世界
大会に出席しました。
現地には、全国から
4,500人ほどの代表団
が集結しました。
B-29より広島へ投
下された１つの爆弾の
威力は、全てを吹き飛

は核兵器を根絶する交渉を求めながら、１人ひとり
に実態を響かせ草の根の運動を全力で行わなければ
ならないと考えています。
私は、今も71年の時を経て苦しまれている被災者
やご家族の方、世界各国で今もなお戦争におびえて
いる方々の立場になり考えてみると、私の手で助け
てあげたい、本来の平和な生活へ導いてあげたい、
と毎日のように考えています。そしてこの思いを運
動で巻き起こし戦い、平和を勝ち取るまで私の足は
止まる事はないと決意さえしております。
この原水爆禁止世界大会の皆さんの訴えが、より
多くの人へ響くように末端員である私も全力をもっ
て運動していきます。
核兵器の無い平和で公正な世界のために。

ばし、あっという間に地獄と化しました。奇跡的に
生き延びた体験談を82歳の被災者の方が涙ながら
に私達に語ってくれました。現在の被災者の平均年
齢は80歳といわれており、高齢化が進む中でこうい
う声を生で聞けることは戦後71年目になる現在に
おいては、貴重な時代になっています。
未来を担う、若い私達が平和な世界にするために

苦しんでいる方に寄り添い力に
なりたいと語った宮北さん

訪れた人々に、いまなお原爆の恐ろしさを語る原爆ドーム

秩父34ヵ所巡り達成 望みは活動の参加者増
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建物・家財で

最高1200万円
の保障！

初のイベントに23人参加

９月18日㈰あきる野市十里木ランドにて盛年会結成後初のイベントを
行いました。
平成27年９月13日に屋形船で結成した盛年会は、２つの柱を中心に取り
組んでいます。１つ目として、分会の垣根を越えた活動を行い支部全体の

交流を促す。２つ目として、45歳から63
歳が加入対象であるため分会・支部役員
中心で構成している状況を活かし、新た
な役員を登用する。
盛年会は、会員を増やし様々なイベン
トや学習会等で交流を行いながら、２つ
の方針に基づき奮闘しています。当日の
イベントには、23人が参加し交流を深め
る中で来年度の常任執行委員へ立候補す
る確約をとることができました。
秋の拡大と並行した運動として組織拡
大や会員拡大に奮闘し、１人でも多くの
仲間が支部の中心として活動できる会を
目指していきます。

常任執行委員立候補を確約

盛年会

お財布にやさしい
掛け金設定！

損保にない
仮払い制度で安心！

再共済で
安心運営を約束！

魅力
１

魅力
２

魅力
３

●	地震共済では罹災証明書を給付の判
断材料としますが、大規模な震災な
どで罹災証明書の発行が遅れます。

	 万が一発行が遅れても、加入口数に
応じて、一定額の仮払い金を契約組
合員の手元にお届けします。仲間の
助け合いの精神に基づいたどけん地
震共済ならではの制度です。

●	どけん地震共済は万が一の
震災に備えて、保有リスク
を外部に再共済しています。
最終的には海外の再保険会
社に再保険がかかっている
ので、大規模な震災にも対
応した安定運営が可能です。

保障額は、（すべて１口当り）
大規模半壊	 25,000円
半壊	 15,000円
一部壊	 1,500円

	 住宅の構造	 年掛金（１口あたり）	 保証額（全壊時）

	 木造等	 165円	 5万円	 	 （建物・家財とも）

	 鉄筋	 100円	 5万円	 コンクリート	 （建物・家財とも）

どけん地震共済万が一の安心



◉	11月27日㈰午前9時〜12時
	 （〆切り11月16日）
	 会場：あきしま相互病院

2016年度日曜日特別健康診断2016年度日曜日特別健康診断2016年度日曜日特別健康診断

多摩西部支部女性の会 お問い合わせ先　042-546-1577　担当：河
こう む ら

村

秋の拡大奮闘中‼
《新加入者・
　　行動する仲間を増やそう》

毎年恒例となっている
クリスマス会
今年も12月に開催する予定です。
お楽しみに♪
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たませいぶ女性の会のとりくみ・・・

秋の拡大が始まり、１ヵ月が過ぎようとして
います。
女性の会では、目標15人で奮闘中‼
ご協力、ご支援
　　どうぞ、よろしくお願いします
全力で、目標達成まで、頑張ります。

女性の 会女性の会

東京土建国保に加入する本人お
よび家族（19歳以上）は年度内（４
月から翌年３月末 ) １回に限り健
康診断（特定健康診断）を無料で
受診することができます。
また、立川相互ふれあいクリニ
ックとあきしま相互病院で健診を
受けられる40歳以上の方は「大腸がん検診」が無料
となります。この機会にぜひ受診してください。

2015年6月30日時点で18歳以上で従事経験のある方は、
２年間の経過措置があり、2017年６月までに受講しなければなりません。
労災事故を未然に防ぎ、万が一の事故の場合に対応するため、また、
信頼される地元建設労働者の組合として、みなさんの受講を呼びかけています。
※これから雇用される方は「未経験者コース（６時間）」の受講が必要です。

足場作業者特別教育講習
既従事者コース（３時間）受講申し込み受付中

2015年7月より、足場の組立て、解体または変更の作業に従事する労働者は、特別教育の受講が義務付けられました。

《と　き》	11月20日㈰　午前８時30分
《ところ》	東京土建多摩西部支部会館３階
《費　用》	4,200円と写真１枚が必要です

お申込・お問合せは東京土建多摩西部支部まで　電話042-546-1577

※組合未加入者の受講料は7,060円です　※写真はタテ3㎝×ヨコ2.5㎝、無背景、正面脱帽

イベント案内

近くて
安心だね


